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 沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道高架事業を含む

 沼津駅周辺総合整備事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。

　

今月の１枚 
 

”沼津港” 
 

   新鮮な海の幸 

  を求める県内 

  外からのお客 

  さんで賑わっ 

  ています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面もご覧ください！】 

    Facebookページも 

    「沼津発⇒未来へ」 

■鉄道高架事業の推進に向けた最近の動きをご紹介します 

 工事着手に向けた準備の進捗状況 

 JR東海及びJR貨物と調査設計に関する業務委

託を締結し、必要な用地の取得が出来次第、直ち

に工事着手できるよう準備を進めています。 
 

 ○新車両基地関係 

   平成28年１月にJR東海へ委託 

 ○新貨物ターミナル関係 

   平成28年３月にJR貨物へ委託 

 ○高架区間関係 

   平成28年７月にJR東海へ委託 

 新貨物ターミナルの用地取得状況 

 ７月に新たに１件・約437㎡の用地を取得し、用地

取得率は面積ベースで約76.3％となりました。 

 昨年２月の用地交渉再開後、これまでに９件・約

1,714㎡の用地を取得しました。 

 今後も県と市で連携を図りながら、用地の取得に

取り組んでいきます。 

 沼津駅の高架化を実現する市民の会 
 が定時会員総会を開催 

 ７月21日に、「沼津駅の高架化を実現する市民

の会」が定時会員総会を開催し、会員100人以上

が出席しました。 

 会長の市川沼津商工会議所会頭は「ここ数年が

正念場。多くの市民に鉄道高架の意義を知っても

らうよう、主体的、積極的に活動を展開していく」と

決意を表明しました。 

 また、高架事業の一層の推進を図るため、今年

度も引き続き、広報紙「かけはし」の発行やまちづ

くりセミナーの開催、先進事例の視察、関係機関

への要望活動等を進めていくことを確認しました。 

 ６月30日に、鉄道高架事業を推進する３団体か

ら知事に対して、早期着工に関する要望がありま

した。知事は「正面から受け止める」と応え、事業

推進へ努力する姿勢を強調しました。 

 

 早期着工に関する県知事への要望 

 ７月14日に、栗原沼津市長や事業推進の議員の

みなさんなどが、石井国土交通大臣に対して、早

期完成に向けた支援を要望しました。大臣は「県

東部地域にとって、とても重要な事業」と理解を示

しました。 

 早期完成に関する国土交通大臣への要望 
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■沼津市からのお知らせ 

● 「第11回夏休み沼津駅周辺 

  親子見学バスツアー」を開催しました！ 
  

 市では、沼津駅周辺のまちづくりについて関心を

高めていただくため、夏休みを利用し、小学生とそ

の保護者を対象としたバスツアーを毎年開催して

います。  

 第11回目となる今年は８月５日に開催し、11組 

29名の方に参加していただきました。 

  参加者からは、「高架事業の良いところが理解で

きた」「貨物駅では大きなフォークリフトに乗せても

らい、うれしかった」などの感想が寄せられました。 

 市と県では、今後もこのような見学会を実施して

いく予定です。  

 

■よくあるご質問 
  

    鉄道高架は、いつ頃完成するの？ 
   （７月のまちかどトークでいただいた質問） 

 

    県議会６月定例会の建設委員会において、

村松交通基盤部長は平成29年度末までに新貨物

ターミナルの用地取得を完了させ、平成40年代早

期の完成をめざす方針を示しました。  

 工事期間中においても、現貨物駅や現車両基地

の跡地利用が可能となる他、鉄道の高架化が順次

進むことにより踏切遮断時間が大幅に短縮し、踏

切が原因となる交通渋滞や事故が減少するなど、

事業効果は次々と発現していきます。  

ふじっぴーと一緒に記念撮影 

事業完成イメージ模型を見て、まちづくりの勉強 

通り過ぎる貨物列車を急いで撮影 

 県では、公共事業の効率性や透明性の一層の

向上を図るため、事業採択後、長期間が経過して

いる事業等の再評価を行っています。 
 公共事業の再評価にあたっては、客観性、透明

性を確保するため、学識経験者などの第三者で構

成する「静岡県事業評価監視委員会」の意見を伺

い、「継続」、「見直し後継続」、「中止」等の決定を

行っています。 
 今年度、沼津駅付近鉄道高架事業が事業再評

価の対象となっているため、８月16日に委員の

方々が現地調査を行い、原西部地区の新貨物ター

ミナル建設予定地などをご覧になりました。 

 また、８月19日には、県庁において委員会が開催

され、県の対応方針案についてご審議いただきま

した。 

 なお、審議結果については、今後公表していく予

定です。 

■事業再評価 

事業概要等の説明 将来イメージCGの確認 

駐車場屋上から 

駅周辺を確認 委員会の様子 
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